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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

秋まき小麦新品種「きたほなみ」の栽培のポイント 

小麦の収穫と乾燥調製のポイント 麦作 

今後の水稲の病害虫防除 

水稲の深水管理 稲作 
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売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



稲　　作 

水稲の深水管理

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部

中央農業試験場 企画調整部 地域技術グループ 主査（地域支援） 後 藤 英 次

昨秋本格デビューした新品種「ゆめぴりか」にとって、平成２１年は非常につらい船出となりま

した。７月中下旬の低温の影響により不稔が２０～４０％と多発し、暫定品質基準である精米タンパ

ク質含有率６．８％以下を満たす産米の収穫量が少なく、本格販売を中止する事態になりました。

ただし、消費者を対象に行われた各地の食味試験では道外のブランド米よりもむしろ高い評価も

受けており、基準外の「ゆめぴりか」を用いた「ゆめぴりかブレンド（おぼろづき２０％）」も好評

を得ていることから、北海道米の評価向上に対する本品種の期待感は失われていません。

ただし、これまで積み上げてきた北海道産米全体に対する評価は大きく後退しており、２ヵ年

連続で十分な品質を得られなかった場合には、失望と府県産地への切り変えが懸念されます。北

海道産米に対する評価の再構築、「ゆめぴりか」の良食味品質確保と本格販売の実施には本年度

産米の高品質確保が不可欠です。気象長期予報では冷夏の予想にありませんが、油断は禁物、昨

年の反省を踏まえて不稔防止に努めるため、主に水管理について再確認したいと思います。

� 良食味の新品種「ゆめぴり
か」の耐冷性
「ほしのゆめ」は低温による不稔の発生が

少なく、耐冷性は「強」です。しかし、「ゆ

めぴりか」の耐冷性は図１に示すとおり「き

らら３９７」と「ななつぼし」の間に位置する

「やや強から強」です。一見すると、かなり

強そうにも見えますが、昨年皆さんが経験さ

れたように「きらら３９７」同様、不稔発生に

対して十分警戒が必要な品種です。

３か月予報（札幌管区気象台；６月２４日発

表）によると、気温は平年並の確率と平年よ

り高い確率がともに４０％であり、気温が高く

なる見込みです。特に気になる７月は平年に

比べて曇りや雨の日が多くなる予報ですが、

気温は高くなる傾向にあるということです。

長期予報が良好であることは喜ばしいことで

すが、天気というものは数日の周期で変化す

るものです。暖かい日もあれば、一時的な低

温もあるでしょう。突然の低温を想定して十

分な対応をとらなければ、２年連続の不稔多

発ということが、無いとはかぎりません。

� 「ゆめぴりか」の食味と不
稔の関係
昨年は、ホクレン集荷時の低蛋白質米（蛋

白質含有率６．８％以下、「ほしのゆめ」「ななつ

ぼし」「きらら３９７」）入庫率が全道平均４％程

度と例年の約２割、平成２１年産の約６割から

大きく低下し（図２）、高整粒米は１％程度

まで落ち込みました。これにより販売現場で

は多数のクレームが持ち込まれ、北海道産米

が築いてきた評価・信頼・シェアが大きく揺

らいでいる状況にあります。本年も冷害とな

り、２年連続の品質低下ともなれば実需の他

図１．耐冷性の強弱
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産地への切り替えが進むこと、順調に伸びて

きた道内食率が低下することも予想されます。

皆さんもご承知のようにお米の中の「蛋白

質」と「アミロース」が食味に大きく影響し

ており、主に「蛋白質が多いと硬くて、ぼそ

ぼそ感」「アミロースが高いと粘らない」とさ

れます。これまでの品種より「アミロース」

が低くて、粘る「ゆめぴりか」ですが、「蛋

白質」の高低により、食味の良し悪しにつな

がることはこれまでの品種と変わりません。

蛋白含有率が高くても低くても「ゆめぴり

か」ならば「アミロース」が低いから良食味

ということではないということです。蛋白含

有率の高い「ゆめぴりか」は良食味ではあり

ませんし、「ゆめぴりか」が低蛋白米になり

やすい品種でも無いことを今一度思い出して

おきましょう。農業試験場における「ゆめぴ

りか」の奨決試験結果を見ると、冷害であっ

た昨年も「ほしのゆめ」より出穂期はやや遅

く、不稔は「ほしのゆめ」よりもやや多いが

収量はあり、蛋白質は同程度と評価できます

（表１）。平成２１年は「ゆめぴりか」だけが

穫れなかったというわけではなく、どの品種

もいつもより穫れていなかったわけで、蛋白

質含有率も他品種同様に高まったのです。

ただし、「ゆめぴりか」は蛋白質含有率の

基準（６．８％以下）をより厳格に適用してい

ることから、これを満たさないと基準外品が

多数生じる結果となりました。これまでの報

告から蛋白含有率の増加と不稔の発生には密

接な関係があり、不稔が多発すると蛋白含有

率は高まるとされます。昨年の「ゆめぴりか」

に関する全道各所の農業改良普及センターの

調査データ（平成２１年天候不順に関する要因

解析と対策報告書）からも、不稔歩合が増え

ると蛋白質含有率も高まる傾向がはっきりと

見られます（図３）。そして、不稔が２０％以

上発生した場合、蛋白質含有率が６．８％以下

になることはありませんでした。したがって、

「ゆめぴりか」の食味評価を落とさないため

には、何よりもまず不稔を出さないことが大

事だと言えます。

� 深水管理の不稔防止効果
そこで、不稔の発生を防止する方法は何か

ということになりますが、これも以前より指

導されていることですが深水管理です。７月

中旬から下旬における北海道の水田水温は平

均気温よりも３～４℃高いことが知られてい

ます。冷害危険期の深水（幼穂形成期後１１日

目～２０日目くらいを目安に水深１８～２０�を確
保）はもちろん、幼穂形成期から冷害危険期

表１．収量・品質の品種比較（平成２１年）
出穂期 不稔歩合 収量 蛋白％ アミロース％

ゆめぴりか ８月４日 ２６．６ ４３９ ７．２ １７．７

∧ ∨ ∨ ∧

ほしのゆめ ８月３日 ２０．６ ４０２ ７．０ ２３．２

ななつぼし ８月４日 ２０．３ ４４８ ７．１ ２１．３

平成２１年 中央、上川、道南農試３場の奨決試験平均値

図２．ホクレン支所別低蛋白質米出荷状況

図３．不稔歩合と蛋白質含有率の関係

（平成２１年、ゆめぴりか、全道の農業改良普及セ

ンター調査１２３箇所）
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前 歴 深 水

危険期深水

受精率の向上

小胞子の
分化増進

充実花粉数
の増加

柱頭上受粉数
の増加

葯長２�以上
小胞子の退化
および発育不
全を抑制 （昭和62年、北農試）

の始めまでの約１０日間も前歴期間として水深

１０�程度の深水管理を行うことが有効な防止
対策です（図４）。また、深水管理と稔実歩

合向上の因果関係は図５のように整理されて

います。深水管理は水による保温で、花粉数

の増加、花粉の充実度を高める効果がありま

す。

そこで具体的に、昨年の中央農試岩見沢試

験地における調査データを見ますと、深水管

理の深水水温は気温よりも４～５℃高かった

ことが判ります（図６）。ここでは一見、深

水水温と浅水水温を比較しそうになるのです

が、図４にも示されたように、冷害危険期に

なると幼穂が上昇しており、浅水の場合には

水面より高くなっているため、実際には水温

ではなく気温に影響されることになります。

その結果、不稔歩合は浅水処理の３９％に対し

て、深水処理で１７％と半減し、収量は深水処

理で明らかに高かった（表２）。また、蛋白

質含有率は浅水処理：７．１％、深水処理：

６．４％であり、深水処理することで明らかに

低下していました。

また、当然ながら前歴から冷害危険期の気

象が良好で高温であったなら、このような深

水管理は不要なのですが、不稔の限界温度は

低温の強度や継続時間、日照の有無、品種、

窒素施肥条件の違いによって異なるため一概

に判断できません。したがって、幼穂形成期

を迎えたら気温に関わらず深水管理を行いま

しょう。

表２．「ゆめぴりか」深水管理試験における不稔および収量・蛋白質（平成２１、中央農試）

水管理 日最低水温（気温）の半旬平均（℃）
不稔

歩合
収量

窒素玄米

生産効率

蛋白質

含有率

７月３半旬 ７月４半旬 ７月５半旬 ７月６半旬 （％） （�／１０a） （％） （％）

浅水 １８．１ １６．６ １７．６ ２０．０ ３９．３ ３５２ ４３．２ ７．１

深水 １８．７ １７．８ １８．６ ２０．８ １６．５ ４６０ ５４．９ ６．４

最低気温 １５．６ １３．１ １５．３ １８．３ － － － －

注１）浅水は、常時５�以下、深水は前歴深水（７／２～１３、１０�）と危険期深水（７／１４～８／２、２０�）
２）出穂期は８／２

図６．「ゆめぴりか」の深水管理試験に

おける水温・気温

（平成２１年、中央農試）

図４．深水のイメージ

（「ゆめぴりか」平成２２年栽培のポイント p１０から抜粋）

図５．稔実歩合向上の理由

引用 田中英彦（２００５）；北海道の作物管理（北海道協同組合通信社）より
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� 「ゆめぴりか」の天候不順
に関する要因解析調査から得
られたこと
先にも述べた昨年の「ゆめぴりか」に関す

る農業改良普及センター調査の結果、前歴期

間の終了時でも２０％程度は水深１０�に達せず、
冷害危険期間終了時に必要な水深１８～２０�に
達したのは半数に満たなかったことがわかり

ました。そこで、水管理の状況別に冷害危険

期の平均気温と不稔歩合の関係を見ました。

水深が１０�以上１５�未満であり、冷害危険期
の深水管理がやや徹底不十分であった場合、

全体的には平均気温が高いほど不稔歩合が低

下する傾向にあります（図７）。これに対し、

水深が１５�以上であり、冷害危険期の深水管

理が徹底されていた場合には、不稔多発・低

気温の�グループには１データしかありませ
ん。これは、冷害危険期に１６～１８℃の低い気

温に遭遇しても、深水管理が徹底されること

で、不稔の発生が回避されていたことを示し

ています。

� 深水管理の実際
ア）「水見板」の用意
確実な水管理には水深を測る物差しが必要

です。しかし、近年は「水見板」（写真１）な

どの設置がほとんど見られず、深水管理は

「カン」に頼ったものになっていて、水深は

必要な水位の半分以下という圃場が多いよう

です。北海道米の新たなブランド形成協議会

により行われた平成２１年産「ゆめぴりか」栽

培実態アンケート調査結果でも、水見板で水

深を確認した割合の全道平均は１１％に過ぎま

せんでした。正確な水深をチェックするため、

板に目盛りを付けた手製の簡単なもので良い

ので、必ず水口部に設置しましょう。また、

今年は非常に見やすい水見板シールも配布さ

れていますので活用しましょう（写真２）。

水見板の設置は、通常水口付近に設置するこ

とが多いのですが、圃場全体の平均的な水位

を計る必要があるため、面倒でも水田の中に

入り平均水深を確認し、水口部分との誤差を

加味して差込んでおくようにしましょう。

図７．冷害危険期の水管理状況と不稔発

生の関係

（平成２１年、ゆめぴりか、全道の農業改良普及セ

ンター調査） 写真１．通常の水見板設置の様子
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イ）畦畔の再整備
さて、それでは深水管理を行う準備ですが、

水の取り入れ時間が長くかかったり、湛水深

がなかなか深くならないようなことはないで

しょうか。よく見ると畦の中は意外とスカス

カや、一部の畦が低い、小動物の穴が空いて

いるなど、畦畔からの漏水が疑われます。近

年は著しい障害型冷害は少なかったので、深

水管理への意識も若干ゆるみがちになるのが

人情で、先のアンケート調査結果でも畦塗り

を実施している割合は全道で２８％に過ぎませ

んでした（図８）。深水管理で湛水深が深く

なると畦からの横浸透が多くなります。畦の

嵩上げ（３０�以上）と同時に畦からの漏水を
防止するため、畦塗り（写真３）をしっかり

しておくことが大切ですし、幼穂形成期まで

には漏水箇所の補修、落とし口などの点検す

ることを今一度再確認しましょう。

ウ）幼穂形成期の確認
つづいて、深水管理を始めるタイミングで

すが、深水管理は幼穂形成期から始めましょ

う。幼穂形成期は、平年であれば６月下旬か

ら７月上旬となります。時期を逸しないよう

写真２．水見板のシール

写真３．畦塗り機による畦畔の整備

図８．畦塗り実施割合

（平成２１年「ゆめぴりか」栽培実態調査、北海道米の新たなブランド形成協議会）（「ゆめぴり

か」平成２２年栽培のポイント p３８から抜粋）
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早めに平均的な稲から主稈を採取して、平均

幼穂長が２�になった日が、幼穂形成期です
（写真４）。その日を基点にして、幼穂形成

期後日数で管理する水深の目安を決めます。

エ）深水管理の実施
幼穂形成期に達するとそれまでの水深４�
前後の管理から、幼穂の位置に合わせた水深

管理に移行し、速やかに１０�程度の深水とし
ます。（目安としては、幼穂形成期になった

ら深さ５�、幼穂形成期後６日目からは１０�
のように２段階ぐらいで考えます。これで前

歴期間の深水管理）幼穂形成期後１１目頃から

冷害危険期に入りますので、水深を深くして

最終的には２０�とします。このため深水管理
の間は、稲体のほぼ半分が水面下になる深さ

に保つことになります。

曇天で水温が低い場合でも、気温も低いた

め相対的に水温の方が高くなりますので、不

良天候時でも灌漑水による保温効果が期待で

きます。冷害危険期ではわずかな温度の差が

不稔発生に大きな変化となって生じ、わずか

０．５℃の変動だけでも不稔発生は異なったも

のになることもあります。そこで、水の取り

入れにも配慮が必要で、昼間に潅漑すると

せっかく暖まった田面水に冷たい水を入れる

ことになるので、気温と灌漑水温の差の小さ

い夜間から早朝に行うことが良いとされます。

また、深水期間は短時間に大量の水が必要に

なることから、用水系統によっては末端の圃

場にまでは十分な水量が行き渡らない場合が

生じます。取水の時間帯割り当てを検討する

など、あらかじめ地域で水の合理的配分法を

検討し、夜間から早朝までに取水可能な対策

を図ります。

１株には約２５本の茎があり、それぞれ止葉

が出てくる時期が違います。約８割の茎の止

葉の葉耳間長が＋５�以上（止葉が完全に抽
出して、１つ前の葉の葉耳から５�上に出た
状態）になった時点で深水管理が終了します。

しかし、それでも保護できる籾数は約８割に

とどまるため、完璧なものではなく、穂揃い

の不良な稲の場合、深水管理の終了時期はや

や遅くしましょう。

	 深水管理以外の対応（ケイ
酸資材の追肥）
深水管理は冷害危険期の低温緩和方法でし

たが、同じ低温であっても稲体の窒素濃度が

高いと不稔歩合は高まることが良く知られて

います。多肥栽培は高蛋白米も心配ですし、

良食味米生産と安定生産の観点から避けなけ

ればなりません。

またケイ酸を十分に吸収した稲は不稔が少

ないということも、以前より知られています。

十分なケイ酸が吸収されることは、葉が直立

し受光面積の拡大、過剰な蒸散の抑制、単位

面積あたりの光合成能の向上などの効果をも

たらします。光合成能力が向上すれば、稲体

内の炭水化物量（デンプン量）は高まり、相

対的に窒素濃度は低下し、花粉の充実が良好

になるようです（図９）。このケイ酸／窒素

比を向上させる具体的技術として、幼穂形成

期から１週間後までのケイ酸質肥料２０
／１０
a程度の追肥の効果が示されており、冷害年

であった昨年でもその効果が実証されました

（図１０）。アンケート調査結果では、ケイ酸

を施用している割合は基肥施用でも６割程度

でした。ケイ酸は稲体の１割程度を占める成

分なのに、意外に注意を払われないようです。

このあたりも、もう一度見直してみましょう。

写真４．幼穂の確認
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� おわりに
これまで述べてきたことは、よく知られた

ことだと思います。しかし、農業改良普及セ

ンターの調査、ブランド形成協議会のアン

ケート調査を見ますと、「知っちゃいるけど、

やるのは大変」という感じが出ています。北

海道産米のイメージが壊れるか、「ゆめぴり

か」が本格流通できるか瀬戸際の１年です。

お天気まかせとせず、ポイントはしっかりと

押さえて水管理することにより、今秋は稔り

多い年となることを期待しましょう。

図９．不稔発生に対するケイ酸の作用機作の整理

（北海道農業を支える土づくりパート� 土づくり技術情報「水田編」より抜粋）

図１０．ケイ酸資材の追肥による不稔軽減

効果

（平成２１年、新篠津村、A社試験）
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稲　　作 

今後の水稲の病害虫防除

北海道農政部食の安全推進局技術普及課 主任普及指導員 木 俣 栄
（農業研究本部 技術普及室）

本年は融雪が遅く、その後も低温傾向の中、移植作業はやや遅れた。病害虫の発生についても

現在各病害虫とも平年並～やや遅い発生時期・発生量で平年並～やや多と予想されている。

７月以降の水稲の病害虫対策としては、いもち病とアカヒゲホソミドリカスミカメ（カメムシ）

の対策が最も重要で、地域によっては紅変米の対策も必要となる。

ここでは収量および品質にも最も影響を及ぼすいもち病、カメムシ対策を重点に解説する。

特にいもち病については昨年、一昨年と多発していることから、初発確認を徹底する。

１ いもち病
� 葉いもち
葉いもちに対する茎葉散布防除は、初発直

後が最も効果的および効率的である。発生を

確認したら約１週間間隔で基幹防除まで散布

する。出穂前に初発が確認されなければ、葉

いもちの防除を省くことも可能となる。

このように葉いもちの初発を把握すること

は、的確な茎葉散布を行えるだけではなく、

防除回数自体を減らすことにもつながること

から、重要な技術のひとつである。以下の点

に留意しながら水田調査を試みていただきた

い。

なお、箱施用や水面施用を行った場合でも

いもち病の多発時や、抵抗性の弱い品種を用

いた場合などでは、出穂前でも葉いもちが発

生する場合があるので、予防剤を過信せず、

水田を十分観察する。

�いもち病発生対応型防除の前提条件
いもち病の苗持ち込みがある場合には、葉

いもちが早期から多発する可能性があるため、

見歩き調査による葉いもち防除は適応できな

い。

このことから見歩き調査による葉いもち防

除を行う場合には、いもち病の伝染源対策を

行っていることが前提条件となる

表１ いもち病の早期多発を防ぐための伝染源対策

項 目 重要度 伝 染 源 対 策
種 子 ◎

◎
種子更新を毎年行い、自家採種種子は使用しない
種子消毒は現行どおり、徹底する

育苗ハウス内
外の圃場衛生

◎

◎

育苗ハウス内およびその周辺では、籾殻やわらは放
置しない
育苗ハウス内で籾殻やわらは利用しない

補植用取置苗 ○ 早期に除去する

注）◎：特に重要、○：重要

写真１ 発生した葉いもちの病斑
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�見歩き調査による葉いもち防除の要点
○いつ調査するのか

見歩き調査は、７月１０日～出穂期までの間

に行う。調査間隔は１週間以内とし、止葉始

と出穂が始まる直前の２回を基本に調査を行

う。地域や品種によって生育時期が遅い場合

は、止葉始の１週間前（幼穂形成期の約５日

後）にも調査を行う（図１）。

また、葉いもちの発生予測システムである

BLASTAMを活用し、周辺市町村での判定

結果に感染好適日があれば、その７～１０日後

にも適宜見歩き調査を追加して行う。

○どの水田を調査するのか

農家個々の経験に基づいて葉いもちの出や

すい水田、葉色が濃く過繁茂な場所、風通し

が悪い場所、いもち病に弱い品種等を考慮し

て選択する。

○葉いもちの見つけ方

見歩き調査は水田内をゆっくりとした速度

で歩きながら、少し前かがみの姿勢で上から

イネ株を見下ろして葉いもちを探す方法であ

る。（写真３）。

まず１０�（約８０株）１か所の見歩き調査を
して、葉いもちが見つからなければ場所を変

えて、また１０�の見歩き調査をする、という
ことを一筆の水田の中で４回まで繰り返す。

葉いもちの発生には偏りがあるので、近く

を何カ所も調査するより、できるだけ離れた

場所を調査することが重要である。

○葉いもち防除実施の判断

１０�４か所の見歩き調査で葉いもち病斑が
見つからなければ、その時点では防除が不要

で、葉いもち病斑が１個でも見つかれば、す

ぐに茎葉散布を開始する。

図１ いもち病発生対応型防除の方法

【用語解説】止葉始：「全茎の止葉が５％抽出した日」。イメージとしては、１株の中で一番生育の早い茎

の止葉が展開し始めた頃。
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� 穂いもち
○穂いもち防除は出穂期に必ず行う。

○葉いもちの発生が多く、天候不順により出

穂期が長引く場合は、散布間隔を１週間程度

として穂が完全に揃うまで散布を行う。この

ような場合でも、その後の追加散布は不要で

ある。

２ アカヒゲホソミドリカスミ
カメ

� 耕種的防除
カメムシは、畦畔や水田周辺のイネ科雑草

（特にスズメノカタビラ、イタリアンライグ

ラスなど）および管理不十分な小麦で増殖し、

水田内に飛び込んで穂を加害するので、畦畔

および周辺の環境を清潔に保ち、カメムシの

密度低減を図る。

具体的には、第１回成虫発生期にあたる６

月下旬～７月上旬に主な生息場所となる畦畔、

農道、雑草地を刈り取る。

なお、出穂後の刈り取りはカメムシを水田

に移動させるので行なわない。

� 薬剤防除
○出穂期とその７～１０日後の２回は防除を必

ず行う。

○３回目以降の防除適否は、出穂期、その後

７日後および１１～１２日後に水田内すくい取り

を行い、表２の基準のいずれかに達すれば、

３回目の防除を実施する（図２）。

○それ以降８月下旬までの防除予定日（７～

１０日間隔）の２～３日前にすくい取り調査を

行い、２０回振り当たり「ほしのゆめ」で１頭

未満、「きらら３９７」他２頭未満なら防除は不

要である。

� 捕虫網すくい取りにおける注意
事項
過去、高温年にカメムシによる斑点米が多

写真２ 穂いもちの被害
写真３ 葉いもち病斑

写真４ 下葉を良く観察し、初発を見つ

けよう！

写真５ アカヒゲホソミドリカスミカメ

成虫
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すくい取りでカメムシの数が表２ 
のいずれか以上に達した場合 

出穂期 

散布不要 散布 

出穂期か 
ら7日後 

出穂期か 
ら14日後 

発した水田や、カメムシ発生に好適な生息地

（牧草、麦等の転作地のイネ科植物）に隣接

する水田では、よりきめ細かな「すくい取り」

をすることが重要である。

� 薬剤散布における注意事項
○薬剤散布直後に降雨があった場合、すくい

取り調査を行って上記の基準に達していれば

直ちに防除する。

○ヘリコプター空中散布など委託防除の場合

は、捕虫網すくい取りで、効果の判定や追加

防除の要否判定を行い、必要に応じて地上散

布を導入する。

� 性フェロモントラップ利用によ
る予察
（平成２１年度北海道指導参考）

○性フェロモンの特徴

表２ 追加防除の判断基準

すくい取り時期
２０回振りのカメムシ数
きらら３９７ ほしのゆめ

出穂１０～１２日後
（追加防除の２～３日前）

２ １

※「あきほ」など割籾の多い品種は「ほしのゆめ」
に準じる。

写真６ カメムシ被害による斑点米

誘引製剤（４成分）

写真７ 網円筒トラップ（右）と材料

図２ モニタリングを利用したカメムシ

防除体系

写真８ トラップに捕獲されたアカヒゲ

ホソミドリカスミカメ
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道南農試で開発された技術で従来のすくい

取り法による予察と整合性をとり要防除水準

を設定している。

１０a当たり３基のフェロモンの設置で対応

が可能。

水田間の設置でアカヒゲホソカスミカメの

水田での発生を抑えることができる。

フェロモントラップの設置・調査手順

� トラップの設置（出穂５～７日前）

同一防除でまとまった区域ににトラップ

を設置。

外周部から３０�以上離して水田畦畔沿い
に設置。

� 調査（出穂から黄熟期８月下旬～９月上

旬）

７日間毎の積算捕獲虫数を把握する

調査は、数日毎に捕獲虫数を計数し、調

査後捕獲虫を取り除く

� 防除要否の判定（追加防除期）

（出穂１４日以降）

防除間隔（７日間）毎にトラップの平均

捕獲虫数が、基準値を超えたら追加防除を

実施する

	 １等米（斑点米率０．１％）基準値

「ほしのゆめ」 １．２頭

「きらら３９７号」等 ２．２頭

本年も道内各地において普及センターが試

験的に調査を実施し、現場での利用促進を

図っている。

３ 農薬散布時のドリフト防止
対策
昨年から残留農薬のポジティブリスト制度

が施行されている。

農薬散布を行う場合には、散布する水田だ

けでなく、その周辺で栽培されている農作物

についても基準を超えた農薬が残留すること

のないよう、これまで以上に農薬のドリフト

対策を徹底する。

トラップの設置例

写真９ 畦畔

写真１０ 水田間

写真１１ 水田内
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具体的には次の点に注意して散布を行う。

� 農薬散布の基本事項

風の弱い時を選んで散布する。
�風向に注意する（特に風下の農作物にドリ
フトしないように散布する）。

�ほ場の端での散布は特に気をつける（ほ場
の内側に向けて散布する）。


粉剤散布では、よりドリフトの少ない水面
施用粒剤への切り替えを検討する。

� 粉剤使用の注意事項
粉剤は、液剤に比べドリフトが大きく、そ

の使用に際しては、特に次の点を厳守する。

○ 必ず、DL粉剤を用いる。

○ 微風でもドリフトするので、風のない時

に散布する（朝方の風のない時に散布す

る）。

○ 風を利用した吹き流し散布は絶対に行わ

ない。

○ パイプダスターの使用にあたっては、長

いホースの使用は避ける。
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麦　　作 

小麦の収穫と乾燥調製のポイント

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部

十勝農業試験場 研究部 地域技術グループ 主査（地域支援） 鈴 木 剛

間もなく小麦の収穫シーズンである。実需・消費者に安全で安心な小麦を届けるためにも、収

穫・乾燥・調製のポイントを再度確認して、良品質小麦生産を目指しましょう。また、燃料代の

節約にも対応できるようにコンバインや乾燥機の効率的な運用に努めましょう。

１．小麦の収穫適期
� 収穫開始水分
近年、コンバインの性能は向上し、収穫損

失や損傷粒発生の点だけからみると４０％近い

高水分小麦の収穫も可能である。しかし、高

水分でのコンバイン収穫は作業能率が低下し、

乾燥に要する燃料費が増大するため、好天が

しばらく続く場合は、できるだけ圃場で乾燥

が進んでから収穫する方が経済的である。た

だし、子実水分の低下に伴い、降雨による穂

発芽の発生やアミログラム最高粘度の低下な

どの品質劣化が懸念される。このため、乾燥

機の容量や収穫量、天候を考慮し、収穫開始

水分を決定する必要がある。収穫時水分が

３５％を超えると製粉性（ミリングスコア：製

粉歩留と灰分の値から良い粉がどれほどとれ

るか補正した指標）などの品質が低下するた

め、収穫開始時における子実水分の上限は

３５％とする（図１）。なお、子実水分が３５％

になる時期は、葉が枯れ、穂首は完全に黄色

になる。このときの粒色は鮮明で、子実をツ

メでちぎることはできるがやや抵抗を感ずる

固さの状態である。

� 収穫開始時期の予測
収穫開始時期は出穂期後３０日目前後から穂

を採取して熱風乾燥により穂の水分を測定す

ることによって予測することができる（図２）。

小麦子実水分の低下は成熟期（子実水分

４０％）までは１日約１．５％であるため、小麦

穂採取時点の穂水分から成熟期の穂水分

（４０％）を差し引き、１日当たりの水分減少

率１．５％で除した値が、採取時点から成熟期

までに要する日数となる。成熟期以降は１日

当たり３～５％の水分が低下するので成熟期

から２、３日後が収穫の開始できる時期とな

る。ただし、成熟期前に低温や日照不足が続

くと水分の減少率が１．５％未満になることが

多いので、天候に合わせて再調査を行うと、

精度をより高めることができる。

図１ 収穫時水分と製粉性 図２ 穂水分による収穫適期の予測法
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２．収穫準備
� 作業計画の策定
収穫作業を開始する前には、地区内の小麦

圃場の状態を把握し、コンバインの運行など

について作業計画を立てる必要がある。

特に子実水分は、コンバインや乾燥機の運

用計画を行うために最も重要な項目であり、

穂水分によって収穫開始可能日を推定し、地

区内圃場の収穫の順番を決定することが望ま

しい。また倒伏や病害に関しても発生状況を

チェックし、別途収穫・乾燥調製することが

望ましい。

新品種「きたほなみ」の栽培が各地で始まっ

ているが、収穫以降の異品種混入には十分留

意して運行計画を立てる必要がある。地区内

の「きたほなみ」栽培面積に応じて、必要台

数を配置するのが望ましいが、途中で品種が

変わる場合には、内部の清掃を徹底する。

� 作業機械の整備
作業を開始してから発生する機械のトラブ

ルは、時間のロスであるだけでなく、小麦品

質にも大きく影響する。これらのトラブル発

生を防止するためには、作業を開始する前に

コンバインや乾燥機などの点検整備を実施し、

必要な部品交換や補修を行う必要がある。

３．コンバイン収穫作業
� 調整のポイント
コンバイン収穫を行う場合には、収穫損失

と損傷粒の発生状況をチェックしながら、各

部の調整を行う必要がある。

収穫損失は、以下の４つに分けられる。

�頭部損失：刈り残しや落粒など刈り取り
部で発生する損失

�未脱損失：脱穀部で脱穀されず、穂につ
いたまま機外に排出される損失

�ささり損失：わらの中に子実が混入した
まま排出される損失

�飛散損失：風選時に風により機外に排出
される損失

損傷粒は、「つぶれ」や「割れ」、「欠け」

などの損傷が見られる子実で、グレンタンク

に収納された子実を確認する。

収穫損失と損傷粒の発生要因を表１に示す。

特に高水分条件では、「ささり損失」に留意

する必要があり、排出されたわらに混入して

表１ コンバイン収穫損失と損傷の発生要因

項 目
発 生 要 因

作 物 機 械

頭 部 損 失
�子実水分が低い
�倒伏の発生

�リール回転数が不適
�作業速度が不適
�リール作用位置が不適

未 脱 損 失 �子実水分が高い
�シリンダ回転数が遅い
�コンケーブクリアランスが広い
�送塵弁の開度が大きい（国産普通型）

ささり損失 �わら水分が高い
�処理量が過多である
（作業速度が速い・刈高さが低い）

�処理量の変動が大きい

飛 散 損 失 �粒重の変動
�ファンの風量が大きい
�チャフシーブの開き量が不足している
�エクステンションシーブの開き量が不足している

損 傷 粒 �子実水分が高い
�シリンダ回転数が早い
�コンケーブクリアランスが狭い
�わら量が不足している（刈高さが高い）
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いる子実の量をチェックして機械の調整を行

う。

� ロスモニターの活用
最近では、排わら口などに取り付けたセン

サーに衝突する子実の衝撃の信号を用いて、

損失を表示する「ロスモニター」（写真１）を

搭載している機種の導入も多い。ロスモニ

ターは、高水分小麦では誤差が大きいが、損

失の増減を傾向として捉えることができる。

圃場内の作物条件の違いによる損失の増減を

ロスモニターでチェックすれば、損失が増加

しないように、作業速度や刈り高さなどの調

整を容易に行うことができる。

	 乾燥前の一時貯留での注意点
収穫後、すみやかに乾燥施設に搬入するこ

とができない場合には、一時貯留を行う。こ

の場合、「蒸れ」による「異臭麦」の発生を

防止するために、通風を行うことが必要であ

る。通風が行えない場合には、通気性のある

シートの上に、厚さ１０
以内となるように小
麦を薄く広げて蒸れを防止する。２時間程度

を限度とすべきであるが、超える場合には適

宜攪拌する。

４．乾燥作業
� 乾燥温度
乾燥機の熱風温度は、乾燥時間の短縮のた

め高めに設定したくなるところだが、乾燥温

度は小麦の品質に大きく影響するため、最も

注意が必要である。特に子実水分が高いほど

熱の影響を強く受け、品質が低下する。子実

水分３０％以上で収穫した小麦では５０℃以上の

熱風温度で乾燥すると粒色が劣化し、いわゆ

る退色粒となり規格外になったり（写真２）、

タンパク質の熱変性により二次加工適性（う

どんやパンにした時の性質）が劣ったりする

ことがあるため、４５℃以下で乾燥する必要が

ある。

� 乾燥速度
乾燥速度（毎時乾減率：％／時）は、乾燥

機の種類にもよるが熱風温度と風量比（単位

穀物重量に対する風量の値）で決まり、乾燥写真１ ロスモニター

写真２ 収穫時水分および熱風温度と粒色

（左から子実水分２３％、３４％、３９％、４２％、上段が熱風温度５０℃、下

段が４５℃右上の４２％５０℃が白っぽい）
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速度を大きく設定して急激な乾燥を行うと品

質に影響する場合がある。熱風乾燥では乾燥

速度２％／時が発芽率を９０％以上とする限界

と考えられ、種子用に用いる小麦ではこれ以

下に設定することが望ましい。

	 二段乾燥
一般的な乾燥体系として、収穫後の子実水

分を、１６～１８％まで乾燥させる「一次乾燥」

と、一次乾燥後の子実を、基準水分の１２．５％

まで乾燥する「仕上げ乾燥」の２つの工程に

分けた「二段乾燥」体系を採用することが多

い。二段乾燥のメリットは生麦の荷受け回転

率の向上、貯留中における粒間の水分移動に

よる子実水分の均一化である。２４時間程度の

貯留で子実水分のバラツキは低減し、これに

より仕上げ乾燥後の水分の戻りが少なく、ま

た仕上げ乾燥時間も短縮される。

一次乾燥の目標水分は１６～１８％とし、低い

ほど安全である。一次乾燥後の子実の貯留

（半乾貯留）は通風装置のある貯留装置で行

うが、通風装置のないコンテナやフレコンな

どの容器で貯留する場合は、できるだけ低水

分とし、乾燥機内で通風するなどして貯留前

の穀温を下げる。特にフレコンで貯留する場

合は、フレコン上部を開放し、積み重ねない。

５．調製作業
� 粒厚選別機
調製は屑粒等を除去し品質や等級を向上さ

せるための作業であり、農産物検査における

基準値を目安に行う。被害粒の混入割合は１

等では５％以内と定められており、この内、

発芽粒が２．０％以内、黒かび粒が５．０％以内、

赤かび粒に関しては平成１５年産から０．０％

（０．０５％未満）と厳しくなっている。

粒厚選別機は未熟粒や農産物検査による拝

見で充実不足と判断される子実を除去する選

別機で、篩い目は２．２～２．４の範囲で使用され

ることが多い。目の粗い篩いで選別すれば粒

ぞろいは良くなり、千粒重は大きくなるが歩

留まりが落ちるため、規格内に入る範囲で最

高の歩留まりが得られるように篩い目の選定

を行なう。

� 比重選別機
比重選別機は発芽粒、赤かび粒、包皮粒、

異種穀粒などの低減を図る選別機である。近

年、比重選別機により赤かび病菌が産生する

かび毒であるデオキシニバレノール（DON）

の濃度を低減できることが明らかとなってお

り、効果的に活用することが望ましい。同一

原料では DON濃度（エライザキットにより

測定）と容積重に相関があるため、この関係

を利用して比重選別機の仕切り板位置を調節

することにより、DON濃度を基準値以下

（１．１ppm以下）にできる（図３）。

この他に比重選別機で赤かび粒率を基準値

以下に調製することにより、DON濃度も基

準値以下になることが確認されている（表２）。

エライザキットによる DON濃度の測定等

には３０分程度の時間を要するため、赤かび粒

が混入している原料では赤かび粒の除去を目

安に比重選別機の調節をすることが簡便であ

る。

	 光学式選別機
小麦の赤かび粒は、近赤外域全般における

透過率が健全粒よりも小さいことから、近赤

外線センサを搭載する光学式選別機を活用す

ることで赤かび粒を効率的に除去できること

が明らかとなった。比重選別機までの工程で

赤かび粒を１．４％以下に調製しておけば、光

学式選別機により赤かび粒率０．０５％未満に調

図３ エライザキットと容積重による

DON濃度調製法
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図４ 光学式選別機の活用

製することができる。また、比重選別機の戻

り品を光学選別する体系では、戻り品を再度

比重選別する体系と比べて製品歩留が向上し、

その程度は原料の赤かび粒率が大きいほど顕

著であることから、光学式選別機は歩留向上

と製品の品質向上が可能な小麦調製方法とし

て利用できる（図４）。

表２ 比重選別機の調製目標の違いによる歩留まりの違い

事例�
原料の
DON濃度
（ppm）

原料の
赤かび粒
粒率（％）

比重選別機による調製後の歩留まり（％）
DON濃度が１．１ppm未満に
なるように調製した時

赤かび粒率が０．０５％未満に
なるように調製した時

１ １．０７ ０．３５ ９５ ＞ ６１
２ １．５３ ０．４６ ８７ ＞ ７０
３ ３．７２ １．２０ ４４ ＞ ３２
４ ３．７４ １．８７ ５０ ＞ ３８
５ １．３９ ０．２６ ５７ ＞ ５１
６ １．５８ ０．２２ ５４ ＞ ４９
７ ０．３４ ０．３３ １００ ＞ ４７
８ ０．３４ ０．４４ １００ ＞ ３５
９ ０．４２ ０．２１ １００ ＞ ６７
１０ ０．５３ ０．５０ １００ ＞ ４１
１１ １．６６ ０．４６ ５０ ＞ ３７
１２ ４．２３ １．２６ １６ ＞ １５

註）いずれの事例でも DON濃度を１．１ppm未満にするよりも赤かび粒率を０．０５％未満にするほうが歩留ま
りは低くなった。
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麦　　作 

秋まき小麦新品種「きたほなみ」の栽培のポイント

～品種にあった播種時期と播種量を守り、
適切な窒素施肥管理で多収・高品質を～

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部

北見農業試験場 研究部 麦類グループ主査 吉 村 康 弘
（農林水産省小麦育種指定試験地主任）

「きたほなみ」は、２００６年に北海道の優良品種に認定された多収・良品質の新品種です。これ

まで主要品種であった「ホクシン」に比べて収量が２割程度多く、穂発芽耐性や耐病性に優れて

います。品質では粉の色、うどんに加工したときの色と食感が良好で、製めん適性が優れていま

す。「ホクシン」に代わり北海道内で広く栽培されることから、道立総研農業試験場（中央・上

川・十勝・北見）では「きたほなみ」の高品質安定生産を目的として、新品種に適した栽培法

（播種期、播種量、窒素施肥法）について検討してきました。２００８年に多収・高品質を実現する

「きたほなみ」の適切な播種時期・播種量と窒素施肥法についてまとめましたので、ここで紹介

します。

１．「きたほなみ」の栽培特性
の特徴
「きたほなみ」は「ホクシン」に比べて栽

培特性に関して次の特徴を有する。写真１の

ように「きたほなみ」は越冬前後の生育量が

「ホクシン」よりもやや少ない（左写真）。

起生期後「きたほなみ」は茎数や穂数が「ホ

クシン」より多くなる（表１）。写真２と写

真３に示すように、「きたほなみ」は葉が直

立し、受光態勢が優れている。「きたほなみ」

は太陽の光が透過しやすく、上位葉から下位

写真１ 春先の姿（５月上旬・北見農試） 写真２ 出穂後の「ホクシン」（左）と

「きたほなみ」（右）

写真３ 「ホクシン」と「きたほなみ」の草姿

（７月中旬・北見農試）
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葉まで充分な光を受けることができる。した

がって群落はすっきりしている。

＜生育・収量と播種法＞
１）越冬前の茎数数と主茎葉数はやや少なく、

生育量はやや小さいが（表１、図１、図２）、

越冬性に大きな問題がなかった。そのため、

「きたほなみ」における越冬前主茎葉数の

目標値は「ホクシン」より０．５葉少なく、

道央・道北地域では５．５葉以上、道東地域

では５葉程度である。

２）越冬直後の茎数は「ホクシン」より少な

いが、その後「きたほなみ」の茎数は「ホ

クシン」を上回り、幼穂形成期以後の茎数

は「ホクシン」よりも多く推移した（表１、

図３、図４）。

３）以上より、播種量は道央・道北地域では

播種適量は１７０粒／�（７�／１０a程度）

で、越冬前の茎数は１，０００本／�から１，６００
本／�、目標穂数は７００本／�。道東地域
では播種適量は２００粒／�（８�／１０a程

度）で、越冬前の最小茎数は８００～９００本／

�程度を確保し、目標穂数は７００本／�で
ある。

４）「きたほなみ」は穂数および一穂粒数が

多く、収穫指数（HI）注１）が高い。子実重は

２割程度多収である（表１）。

注１）収穫指数（Harvest Index）：子実

収量／全乾物収量、子実重の割合であるHI

が高いと多収になりやすいとされる。

＜タンパク含有率と施肥法＞
１）「きたほなみ」の子実タンパク含有率は

「ホクシン」より０．８～１．０ポイント程度低

表１ 「きたほなみ」の栽培特性（２００５～２００６年播種）

地域 品種名
越冬前 起生期

茎数
（本／�）

穂数
（本／�）

生育期節
（月／日）

子実重
（�／１０a）

同左比
HI
（％）

一穂
粒数

（粒／本）

容積重
（�／L）

子実
タンパク
（％）

窒素
吸収量
（�／１０a）

茎数
（本／�）

主茎
葉数 出穂 成熟

道央・道北 きたほなみ １，４６１ ６．１ １，５８５ ６２８ ６／１０ ７／２１ ７０８ １２０ ４４．０ ２９．１ ８２５ ９．３ １４．６
（n＝９５） ホクシン １，５６０ ６．４ １，５４４ ６１０ ６／９ ７／１９ ５９２ １００ ４１．０ ２５．３ ８１９ １０．１ １３．６
道東 きたほなみ １，０６０ ４．９ １，６６４ ７２０ ６／１１ ７／２９ ７６７ １２０ ４６．８ ２６．６ ８４０ ９．３ １５．４

（n＝６４） ホクシン １，１４７ ５．３ １，６２４ ６７１ ６／１０ ７／２７ ６４１ １００ ４２．８ ２４．４ ８２９ １０．３ １４．７

図１ 積算気温（３℃以上）と主茎葉数の関係（道央・道北）
注）２００３～２００６年播の共通処理。越冬前調査のみの試験を含む。播種量は２５５粒／�区を代表値として用い
たが、２５５粒／�区のない晩期播では３４０粒／�区を用いた。調査日は１１月１１日（平均値）。

図２ 越冬前積算気温（３℃以上）と葉数

の関係（十勝・網走 ２００５～２００６年播種）
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い。試験では品質評価基準（９．７～１１．３％）

の下限値を下回る事例が多かった（表１）

ことから、子実タンパク含有率を向上させ

る方法を検討した。

２）タンパク含有率を向上させる施肥法とし

ては止葉期追肥が最も効果が高かった（図

５）。

３）「ホクシン」で子実タンパク含有率が基

準値（１１．３％）を超える圃場では、「きた

ほなみ」について止葉期追肥を行わないか、

追肥量を減じる。

４）タンパク含有率が向上してもめんの色に

影響を及ぼす粉色 a＊の値は「ホクシン」

より低く（図６）、タンパク含有率を基準

値以内まで向上させても粉の色など品質は

「ホクシン」より優れた。

５）耐倒伏性は「ホクシン」より強く、穂数

７００本／�程度、窒素吸収量１７～１８�／１０
aまでは倒伏の発生が少ない（図７）。

「きたほなみ」の生育や栽培の特性、播

種期・播種量・施肥法についての試験結果

から、北海道における「きたほなみ」の高

品質安定栽培法を道央・道北地域と道東地

域に分けて以下のように示した。

図３ 道央・道北地域における「きたほ

なみ」と「ホクシン」の茎数の推移

図４ 道東地域における「きたほなみ」

と「ホクシン」の茎数の推移
（同一栽培条件での比較 n＝９５） （同一栽培条件での比較 n＝１７）

図５ 追肥時期が収量・子実タンパクに及ぼす影響（２００５、２００６年播種）
注）標肥は窒素を基肥に３～５．６�／１０a、起生期に２～８�／１０a施肥した（「ホクシン」の標準的な窒素
施肥法）。起＋４、幼＋４、止＋４、出＋４、花＋３はそれぞれ起生期、幼形期、止葉期、出穂期、開花
後（葉面散布）に窒素を３kgまたは４�／１０a追肥した。
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タンパク含有率(％)

２．道央・道北地域における
「きたほなみ」の栽培法

１）播種適期は越冬前の主茎葉数が５．５～
６．５葉となる期間、播種からの積算気温

（３℃以上）は５２０～６４０℃を確する期間で

ある（表２）。主要な地域での播種適期は、

�道北、道央北部、道央羊蹄山麓では概ね
９月１０日前後 �道央中央部の周期の気象
条件、越冬条件が比較的厳しいところでは

概ね９月１５日前後 �道央中部、道央南部
では概ね９月２０日前後である。なお、各地

点の過去１０ヵ年のアメダスデータを元に播

種適期を算出した。最寄りの気象観測デー

タなどを参考に播種適期を算出することが

できる。

２）播種適量は１７０粒／�、越冬前の茎数は
１，０００本／�から１，６００本／�、目標穂数は
７００本／�である（図３、表２）。「きたほ
なみ」は「ホクシン」に比べ、越冬後の茎

数が多くなる特性があるが、長期の積雪あ

るいは干ばつ害を受けやすいなど気象・栽

培条件が厳しく穂数が十分確保できない地

帯では播種粒数を２５５粒／�まで増やすこ
とで、穂数を確保し、収量を安定させる。

表２ 道央・道北地域における播種期別播種量試験の結果

播種期
播種量
（粒／�）

越冬前
主茎
葉数

茎数（本／�）
穂数

（本／�）

倒伏
程度

（０－５）
収量比

一穂
粒数

（粒／本）
越冬前 起生期 止葉期

早期
（n＝７）

１００ ７．９ １，３８５ １，７９１ １，３９７ ８８９ ０．７ １０３ ２８．１
１５０～１７０ ７．７ １，８９５ ２，２９２ １，５３７ ８９０ １．２ １００ ２７．１
２５５ ７．４ ２，２７３ ２，３９８ １，５７５ ９６４ １．９ （９４０） ２５．８

適期
（n＝２３）

１５０～１７０ ６．４ １，３１４ １，２４６ １，００５ ７１０ ０．０ １０１ ３０．４
２５０～２５５ ６．２ １，５７７ １，４０１ １，１０７ ７３４ ０．２ （８６１） ２９．８

晩期
（n＝１２）

２５５ ４．９ ９０９ ９５７ ７７９ ５４１ ０．０ （７６６） ３３．６
３４０ ５．１ １，３２９ １，１３９ ８１９ ５７９ ０．０ ９９ ３１．１

注）適期は、越冬前主茎葉数が５．５～６．５葉になる積算温度から求めた期間に播種した。すなわち、適期は道北、
道央北部、羊蹄山麓では９月１２日前後、道央中部の秋期の気象条件、越冬条件が厳しいところでは９月１５
日前後、その他の道央中部、南部では９月２０日前後であった。収量比の括弧内は実数（�／１０a）を示した。

図７ 穂数と倒伏の関係（道央・道北）図６ 「きたほなみ」のタンパク含有率と

粉色 a＊値（右図）（２００５、２００６年播種） 注）倒伏程度は０（無）～５（甚）
７００本以上になると倒伏発生の可能性が高まる。注）粉色 a＊値は低いほどくすみの少ない良好な

粉色であることを示す。
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また、やむを得ず早播する場合には、倒伏

を軽減するために播種量を１００粒／�程度
まで減らす（表２）。

３）標準的な窒素施肥体系は、基肥－起生
期－止葉期に各４－６－４�／１０aを施用

する。ただし、収量水準が高く、あるいは

養分吸収が阻害される圃場で、低タンパク

含有率になることが懸念される場合は、さ

らに幼穂形成期に追肥（上限４�N／１０a）

もしくは開花後に尿素２％溶液の葉面散布

（３回程度）を行う（図１）。「ホクシン」

で高タンパク含有率（１１．３％超）となるよ

うな圃場では止葉期追肥を行わないか、追

肥量を減じる。

３．道東地域における「きたほ
なみ」の栽培法

１）播種適期は越冬前の主茎葉数が５葉前
後となる積算気温（３℃以上）４７０℃を確

保する日を中心とした５日間程度である。

�十勝、網走では概ね９月１９～２８日頃 �
網走内陸の秋期に気象条件の厳しいところ

では９月１６～２０日頃 �網走内陸の高冷積
雪地では、道央・道北の多雪地帯に準じる。

なお、各地点の過去１０ヵ年のアメダスデー

タを元に播種適期を算出したが、最寄りの

気象観測データなどを参考に播種適期を算

出することができる。

２）播種適量は２００粒／�で、越冬前の最小

茎数は８００～９００本／�程度を確保し、目標
穂数は７００本／�である（図４、図７）。や
むを得ず播種が遅れる場合は２５５粒／�を
上限として増やす。それ以上に増やしても

穂数の増加には効果が少ない。「きたほな

み」は「ホクシン」に比べ、越冬後の茎数

が多くなる特性があることから、過繁茂に

よる倒伏が発生しないように、播種量、分

肥法を遵守する。

３）窒素施肥体系は、基肥－起生期－止葉
期に４－A－４�／１０aを施用する（「ホク

シン」では４－A�／１０a）。A値は表３に

示す窒素追肥量で、追肥量が多い場合や過

繁茂・倒伏しやすい圃場では幼穂形成期に

分施する。ただし、収量水準が高いあるい

は養分吸収が阻害される圃場で、低タンパ

クが懸念される場合は、さらに開花後の尿

素２％溶液の葉面散布（３回程度）を行う。

「ホクシン」で高タンパク含有率（１１．３％

超）となるような圃場では止葉期追肥を行

わないか、追肥量を減じる。

４．新品種の普及と高品質な道
産小麦の生産に向けて
各地域における「きたほなみ」の栽培体系

を表４（概要版）にまとめた。なお、詳細に

ついては道立総合研究機構 の各農業試験場

あるいは最寄りの普及センターに問い合わせ

ていただきたい。

表３ 道東地域における「きたほなみ」の収量水準および土壌診断

に対応した起生期以降の窒素施肥体系
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２００９年の北海道は、６月中旬から登熟期の

日照不足や多雨などの天候不順により、多く

の小麦が倒伏や穂発芽、登熟不良などの影響

を受けた。そのような状況においても「きた

ほなみ」は耐倒伏性、穂発芽耐性、収量性等

の優位性を発揮し、倒伏や穂発芽の発生が少

なく多収であったとの報告が多かった。図８

は、北見農業試験場において成熟期後の穂に

低温条件下で人工降雨処理を行った後の

フォーリングナンバーの変化を調べた結果で

ある。フォーリングナンバーが３００秒以下と

なるまでの降雨処理期間は「きたほなみ」の

方が「ホクシン」より長く、「きたほなみ」

は成熟期後の降雨による穂発芽や低アミロに

対する耐性が「ホクシン」より優れているこ

表４ 「きたほなみ」の栽培体系（概要版）

注）道東での窒素施肥法の起生期追肥量（A �／１０a）は、本資料の表３を参照のこと。

図８ 成熟期後の人工降雨処理によるフォー

リングナンバーの変化（２００６、北見農試）
室温１５℃による試験。フォーリングナンバーが３００
秒以上を維持できる降雨期間は「ホクシン」では
３日間、「きたほなみ」では５日間であった。
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とがわかる。ただし、図８からもわかるよう

に長期の降雨処理では「きたほなみ」も低ア

ミロ化することから、適期収穫についてはこ

れまで同様に万全を期していただきたい。倒

伏についても、耐倒伏性が「ホクシン」より

も優れているとはいえ、茎数過多や過繁茂に

なると稈質が弱まり倒伏しやすくなり、窒素

追肥が難しくなることから、適期播種・播種

量を守り、圃場条件に合わせた窒素施肥体系

により登熟環境を整えて、収量と適正なタン

パク含有率の確保を心がけてほしい。

実需者から小麦品質の安定と生産量の確保

が求められる中、「きたほなみ」の普及拡大

は、北海道産小麦の生産量と品質が向上する

ばかりでなく、天候不順に対しても安定的に

生産されることが期待される。しかし、地域

ごとの「きたほなみ」の特性を生かした栽培

法に関してはまだまだきめの細かい取り組み

が必要であり、現在各地で精力的に取り組ま

れているところである。今後の成果に期待さ

れる。
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

秋まき小麦新品種「きたほなみ」の栽培のポイント 

小麦の収穫と乾燥調製のポイント 麦作 

今後の水稲の病害虫防除 

水稲の深水管理 稲作 


